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広にhかわら 
市 の 人 口 男 25,037人 

	
世帯数 13,686 

発 行 所 

五所川原市役所 

367 号 

昭和51年 1月 1日 

印 刷 Ii刊民友新聞社 

51,795人 女 26,758人 	 （昭和50年12月1 日現在）住民基本台帳から 
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市長 

佐々木栄造 

自動車税についてお願い 

1 、自動車税を納めたとき、その「納税証明書」は車検

のさい必要ですから、常に検査証と一諸に保管して

ください。 

2、登録住所と現住所が変わったときは、速やかに検査

証の住所変更手続きをとってください。 

3、自動車をもたなくなったときは、譲った人へ「移転

登録」をしてください。また、廃車したときも必ら

ず「まつ消登録」をしてください。この手続きをし

ないでおくと、その後、いつまでもあなたに課税さ

れ、納めなければなりません。 

4' 「したどり車」に出したり、他人に 「まつ消」を依

頼したときは陸運事務所の登録を確認してください。 

5' 「まつ消登録」 には検査証とナンバープレートが必

要ですから必らず保管を忘れないでください。 

以上、自動車をお持ちの方にお知らせとお願いをいた

します。 
なお、手続は本人自身で行うのが立前ですが相談は、 

「西北五自家用車協会」 （電話⑤2854番へ） 

② 
昭和51年（1976年）1月1日（367号） （第3 種郵便物認可） 広報ごしょがわら 
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市
民
の
皆
さ
ん
、
新
し
い
年

を
お
迎
え
し
、
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、
さ
さ

や
か
な
が
ら
お
年
玉
を
プ

レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
新
年
度
に
お

い
て

固
定
資
産
税
の
税
率
を
引
き
下

げ
て
約
千
五
百
万
円
の
減
税
を

実
施
す
る
こ
と
で
す
。
 

昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
、
市

民
税
、
固
定
資
産
税
等
の
減
税

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
ま
で
の
総
額
は
八
億
一
千

二
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。
 

昭
和
五
十

一
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

昨
年
は
、
不
況
に
明
け
不
況

に
暮
れ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
物
価
安
定
の
き

ざ
し
が
見
え
は
じ
め
、
景
気
の

動
向
も
今
年
中
に
は
上
向
き
に
 
 

こ
れ
ま
で
続
い
た
高
度
経
済
成

長
か
ら

一
転
し
て
深
刻
な
不
況

と
な
っ
た
我
が
国
経
済
の
動
き

も
、
政
府
の
懸
命
な
物
価
沈
静
 
 

定
成
長
時
代
に
移
行
し
た
と
は
 

の
対
策
が
漸
く
効
を
奏
し
、
ど

う
や
ら
落
着
き
を
見
せ
始
め
て

参
り
ま
し
た
が
、こ
の
間
に
あ
っ

て
地
方
自
治
体
は
、財
政
硬
直
化

の
度
合
い
を
強
め
、
ま
さ
に
困
 

難
な
状
況
下
に
お
か
れ
た
こ
と

は
、
当
市
と
て
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

然
し
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
 

い
え
、
昨
今
伝
え
ら
れ

て
い
る

と
こ
ろ
の
国
の
税
収
の
異
常
な
 

落
ち
こ
み
、
あ
る
い
は
地
方
自

治
体
に
お
け
る
財
政
の
危
機
が

私
達
の
日
常
の
暮
し
に
も
影
響

を
与
え
、
台
所
は
苦
し

い
状
況

に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 

あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
民
生
活

向
上
の
た
め
の
施
策
の
推
進
は

私
に
課
さ
れ
た
責
任
で
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
苦
し

い
台

所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
減
税
に

踏
み
切
っ
た
次
第
で
す
。
 

新
年
度
に
お
け
る
施
策
の
重

点
は
、
従
来
に
引
き
続

い
て
 

」
民
生
、
福
祉
の
向
上
 

乙
産
業
の
振
興
 

＆
教
育
の
振
興
と
施
設
の
充
実
 

‘
住
み
よ
い
緑
の

街
づ
く
り

を
柱
と
し
ま
し
た
が
、
前
述
の

如
く
思
う
に
任
せ
な
い
財
政
事

情
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
行
、
財
政
運
営
の
慣
習
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
業

の
厳
選
と
各
分
野
に
わ
た
っ
て
 

こ
の
よ
う
な
時
期
に
私
達
議

員
は
、
昨
年
九
月
に
市
民
の
方

々
の
温
か
い
ご
推
挙
を
い
た
だ

い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
気
持
ち
を
あ
ら
た
に
し
、
議

会
活
動
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ

ん
の
安
定
し
た
生
活
と
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
努
力

を
重
ね
て
参
る
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

ど
う
か
、
市
政
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

の
総
点
検
を
加
え
る
と
と
も
に

財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
配
分

に
よ
っ
て
事
業
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
懸
命
に
努

め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

行
政
需
要
の
増
大
に
伴
う
財

政
事
情
の
悪
化
は
、
こ
こ
当
分

続
く
も
の
と
思
考
さ
れ
ま
す
が

徒
ら
に
暗
い
面
の
み
を
見

つ
め

る
こ
と
な
く
、
市
政
の
運
営
に

当
っ
て
は
国
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
、
市
民
の
声
を
反
映
さ

せ
、
そ
し
て
住
み
よ
い
、
よ
り

豊
か
な
郷
土
を

つ
く
る
た
め
総

力
を
結
集
す
る
決
意
で
お
り
ま

す
か
ら
、
み
な
さ
ん
方
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
希

望
し
て
新
年
の
ご
拶
挨
と
い
た

し
ま
す
。
 

ー
水
道

料
、

冬
期

間
認
定
告
知
 

市
水
道
課
で
は
毎
月
（

一
部

隔
月
）
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
降
雪

や
積
雪
の
た
め
検
針
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
 

で
き
る
だ
け
検
針
を
い
た
し

ま
す
が
、
検
針
の
で
き
な
い
町

内
は
十
二
月
か
ら
水
道
の
使
用

料
は
認
定
で
告
知
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
認
定
で

あ
り
、
春
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
た
と
き
精
算
さ
れ
ま
す
。
 

認
定
す
る
使
用
量
は
、
前
三

カ
月
の
平
均
で
告
知
さ
れ
ま
す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
は
、
 

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
安
 

議長 

福士 孝ー 
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明
る
く
礼
儀
正
し

い
態
度
で

接
す
る
運
動
 

一
 
い
つ
も
明
る
い
態
度
で
接

し
よ
・
つ
 

p
 
い
つ
も
笑
顔
で
先

に
挨

拶
を
し
よ
う
 

②
 
「あ
り
が
と
う
」
 
「ど
う

ぞ
」
 
で感
謝
と
譲
り
あ
い
の
気

持
を
表
わ
そ
う
 

ー
ー
 は
っ
き
り
と
て
い
ね
い
な

こ
と
ば
を
使
お
う
 

潜
鷲
海
り
 

m
郷
上
の
紹
介
、

道
案
内
に

は
、
て
い
ね
い
な
こ
と
ば
で
は

っ
き
り
こ
た
え
よ
う
 

②
電
話
や
受
付
窓
ロ
で
は
、
 

て
き
ぱ
き
と
好
感
の
も
て
る
よ

う
な
応
対
を
し
よ
う
 

（心
の
か
よ
っ
た
礼
儀
正
し

さ
を
も
っ
て
明
る
く
は
き
は
き

と
行
動
す
る
市
民
性
を
養
う
）
 

（三
重
国
体
見
学
者
の
一
人

は
、
町
を
き
れ
い
に
し
て
い
る

こ
と
 
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
親

切
さ
に
感
心
し

て
い
ま
し
た
）
 

No.12 
市民運動 

実践項目 

や
タ
オ
ル
を
贈
り
も

の
し
、
互

い
に
世
間
話
し
に
花
を
咲
か
せ

ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
が
、
 

訪
間
を
う
け
た
お
と
し
よ
り
た

ち
も
、
 
「良
い
年
を
迎
え
ら
れ

そ
う
」
と
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
 

市政ダイヤル 

市政についての 
行事や予定は 

でんわ 
⑤4321番 

み
ん
な
の
国
体
柵
一
みん
な
の
応
援
 

〈
 
新
入
学
児
童
の
 

》
 

健
康
診
断
 

「
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
大

谷
慶
作
会
長
）
の
老
人
社
会
奉

仕
団
は
、
さ
る
十
二
月
十
八
日
、
 

お
と
し
よ
り
家
庭
を
友
愛
訪

問

し
、
 
「
よ
い
年
を
迎
え
て
く
だ
 

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
 

こ
と
し
四
月
一
日
で
就
学
期
に

達
し
、
四
月
七
日
に
入
学
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 
 

さ
い
」
 
と励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
単
位
老
人
ク
ー
フ

ブ
の
会
長
や
副
会
長
二
十
二
人

が
八
班
に
分
か
れ
、
市
内
川
端

町
の
菊
地
直
作

さ
ん
（
七
四
）
 

入
学
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん

の
父
兄
に
は
、
入
学
と
健
康
診

断
の
日
時
を
直
接
通
知
し
ま
す

が
、
住
所
の
変
更
や
訂
正
事
項
、
 

通
知
も
れ
、
就
学
の
猶
予
、
ま

た
は
免
除
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
 
 

ら
三
十
六
人

の
寝
た
き
り
、
ひ

と
り
暮
し

の
お
と
し
よ
り
を
訪

間
し
た
も
の
で
す
。
 

各
班
の
奉
仕
団
は
、
老
人
家

庭
奉
仕
員
の
案
内
で
、
お
菓
子
 

ら
市
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
就
学
の
猶
予
、
免

除
さ
れ
る
方
は
、
医
師
の
診
断

書
と
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
 

間

0
00
0
 3
00
00
00
00
03
00
00
00
00
00
00
00
00
00
00
0
 

時

9

1
3
 1
21
11
31
31
31
31
31
01
31
31
21
31
31
31
31
3
 

目

定
目

日
日
日
日

日

日

日
日
日

日
日

日
日
日
  

日
 

日
 
予
 

2
2日

2
02
72
22
32
32
12
02
22
22
72
23
02
32
32
3
 2
2
 

月
 
月
末

月
月

月
月
月

月
月

月
月

月
月
月

月
月
月

月
 

日
。
 

・

1
 1
工
1

1
 
1
1

・I
 l
 
l
・1
・1
 1→
●1
1
→
1
 
1
 1
1
 

り
 
り
 
ケ
 

ク
 
み
 
み
 
ク
 
ク
 
り
 

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 
ク
 

ク
 

り
 
う
 
ク
 

所
 
原
 

舘
詰
 

岡
 
木
 
坪
 
門
沢
 

場
”
央

ノ
飯
川

ケ
川
里

野
島

％

轟
泉
 

五

南

中

栄
七

沖
田

鶴
藻

野
松
松
一
飯
毘

羽
東

梅
 

ー
農
業

用
免
税
軽

油

J
 

申
請
を

受
付
け

L
 

今
年
使
用
す
る
「
農
業
用
免
 

税
軽
油
」
の
交
付
を
左
記
の
日
 

程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 

1
H
3
1H
ま
で
。
 

▽
申
請
用
紙
 

農
協
、
軽
油
販
売
店
に
あ
り
 

ま
す
。
 

▽
記
入
要
領
 

県
税
事
務
所
、
農
協
、
軽
油
 

販
売
店
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
 

さ
い
。
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

電
話
五
ー
二
五
四
九
 

菊地直作さん方で 



五
十
年

秋

の
叙

勲
で
、

勲
五

等
旭

日
章
を

受
け

た
鶴

谷
正
夫
氏
廿

本
町
、
 

保
護

司
廿
、

黄
綬

褒
章
を
受
け

た
高

満
タ

カ
さ

ん
廿

川

端
町
、

元
市

議
会

議
員
廿

の
受
章
祝

賀
会

は
、

さ
る
十
 

‘月
八
日
、

市
民

文
化
会

館
に
お

よ

そ
百

人
の
市

民
が

出
席
し

て
お

こ
な

わ
れ
、

お
ふ
た
り

の
受
賞
を
お

祝
い

し
ま
し
た
。
 

叙勲の受章をお祝い 

身
体
障

害
者
の
 

職
業
訓
練
生
募
集
 

東
京
身
体
障
害
者
職
業
訓
練
校
で

は
、
四
月
入
校
生
を
次
の
よ
う
に
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

◇
募
集
科
目
お
よ
び
人
員
 

工
業
彫
刻
科

機
械
製
図
科

ト
レ

ー
ス
科

時
 
計
 
科

木
 
工
 
科

義
肢
装
具
科

塗
 
装
 
科
 計

二
三
〇
名
 

◇
訓
練
期
問
 

一
年
間
 

◇
募
集
期
問
 

一
月
二
十
八
日
ま
で

◇
応
募
資
格
 

①
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
義
務
教
育

終
了
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
の

学
力
を
有
し
か
つ
 

②
伝
染
性
疾
患
、
精
神
障
害
が
な
く

介
護
を
必
要
と
し
な
い
方
 

た
だ
し
次
の
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。
 

ァ
 
就
業
す
る
意
志
の
な
い
方

イ
視
力
の
と
く
に
弱
い
方
 

申
込
方
法
 

近
く
の
公
共
職
業
定
安
所
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
各
公

共
職
業
安
定
所
ま
た
は
東
京
身
体
障

害
者
職
業
訓
練
校
 

（
小
平
市
小
川
西
町
二
二
六
四

電
話
 
〇
四
二
三
ー

一
四
一

一
）
 

に
あ
り
ま
す
。
 

20 10 10 25 10 15 15 10 20 10 20 10 30 25 
名名名名名名名名名名名名名名 

事製編和ミ洋洋 

務く物裁り裁服 
縫 

科っ科科製科科 
科 

科 

五
十

年
度

の

共
同
募

金

は
、
 

十
月
一
日
か

ら
 

ー
カ
月
間
お

こ

な
わ
れ
、

み
な

さ
ん
の
ご

協
力

に
よ

り
二
百

十

二
万

四
千

六
百

九
十

六
円

（
目

標
額
に

対
し

一
一
 

八
五
、

〇
四
六

円
，

一
五
％
増
 

）
の
実
績

を
あ
げ

る
こ

と
が

で

き
ま
し

た
。
 

こ
こ
に
ご

報
告
し
、

感
謝
し

ま
す
。
 

み
な
さ
ん
か

ら

の
募
金

は
、
 

五
十

一
年
度
に
お

い
て
恵

ま
れ

な

い
方
々
や

福
祉

施
設

な
ど

に

配
分
さ
れ

ま
す
。
 

名
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ー
 

護
学

生
（

夜
間
進
学
コ
ー
ノ
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）
募
集
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◇
募

集
人
員
 

四
十

人
 

◇

修
学

年
限
 
三
年
 

◇

願
書

受
付

け
 
一

月
二
十

日

（
火
）
ま
で
 

◇

入
学

試
験
 
二

月
二
十

日

寮

の
設

備
あ
り
。

入
学

案
内
、
 

願
書
入
用
の
方
、

そ
の
他
詳

細

に

つ
い

て
は
、

当
学
院
に
お

間

い
あ
わ

せ
く
だ
さ

い
。
 

五
所

川
原
市

立
高
等

看
護

学

院
（
布

屋
町

四
一
、

電
話
④

一
一

七
一
五
番
）
 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル

本
部
 

わ

1
4
 

n
み
ょ
い
 

ん

1
4
 

環
境
づ
く
り
に
で
⑤
 

n
恩
給
法
が
 

／ー
 
一
部
改
 

ー
 
旧

軍
人
の
一
時
恩

給
は
、
 

ひ
き
続

き
実
在

職
年
三

年

以
L
 

七
年

未
満
で
下
士
官
以
上
の

職

に
あ
っ

た
も
の
及
び

兵

の
職
に

あ
っ

た
か

た
に

も
支

給
さ
れ

る
 

ー
 

 

こ
と
に
な

り
ま
し

た
。
 

2
 

七
十

歳
以
上

の
軍
人

恩
給
受
給

者
に

は
、

加

算
年

分
も
金

額
計

算
さ
れ

て
支

給
さ
れ

ま
す
が
、

こ
れ
が

改
正

さ
れ
、

こ
の
年

令
が

六
十
五

歳

以
上

に
ひ

き
下
げ

ら
れ

ま
し

た
。
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出版年 発 行 所 書
 

本
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青
 

日本の 民 族 （長野） 

青 森 県 の 姿 

会 員 名 簿 

ラ テ ン ア メ リ カ 

八戸市教育史（上、下） 

北村益郷土の先人を語る 

津 軽 史 	第 5 巻 

市浦村史資料編（上） 

年 表 で み る 西 北 /
 

デ
 

、
不

ケ
 

子
 

‘・よ
”
 

集
 

例
 

判
 

圭
目
 

全
 

法
 

六
 
わ
 

自 由 自 治 元 年

いま学校で（ 1 、 2 、 3') 

北五教育 （ 7 月号） 

49 学校基本調査結果書

予 算 と 地 方 財 政

日本の民族（北海道） 

日 本 放 送

講 談 社

八戸市立図書館

みちのく双書

市 浦 村

井米 洋 

古市役所 

化 協 会 

規
 
課
 
会
 
省
 

法
 
計
 

一
 
統
 
窓
 
蔵
 

第
 
県
 同
 
大
 
宮
 文
 

史
 
み
 
鑑
 

歴
 

ゆ
 
年

の
 

行
 
あ
 
事
 

銀
 

の
 
時
 

ン
」
 

貨
古
 
察
 

通
 
宮
 警
 

重
 
課
 
会
 
省
 
助
 
会

窓
 

之
 

雅

計
 
印
 
蔵
 
蔵
 
協
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統
 
ケ
 

ー
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県
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現代史出版会

朝 日新聞社

北五校長会

県 統 計 課

大 蔵 省

第 一 法 規

日 法研究社

徳 間 書 店

グ ラ ン ド社 

ーッ橋書店

北 方 新 社

ベストセラ ズ

津 軽 書 房

防 衛 庁 

PHP 研究所 

ク
 
ク
 
ク
 

器
讐
ゾ
 

か
 
校
 
酵
 
入
 「
 
5
0
 

」
子
 
宰
 
か
」
 
ー
 

#
Y」
唯
 

J
．
偉

ふ
 
防
 

県
交

通
事

故
相
談

所

の

一
 月
の
 
「移
動
交

通
事

故
相
談
 

所
」
 
は
、
 ，
 
月
十

四
日
（

水
）

午
前
十

時
か

ら
市

中
央

公
 

移
動
交
通
事
故
相
談
所
は
十
四
日
で
す
 

民
館
で

開
設
し

ま
す
。

交
通
事

故
に

関
す

る
あ

ら
ゆ

る
相
談

に
応
じ

ま
す
の
で
お

気
軽

に
お

い
で
く
だ

さ

い
。
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